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ウチダ ソリューションフェアホームページまたはFAXからお申し込みください。●お申し込み方法

FAX
からお申し込み

別紙の「セミナー申し込み用紙」に所定の事項をご記入の上、事務局宛にFAXにてお申し込みください。

FAX：03-5634-6807

ホームページ
からお申し込み

以下ホームページにアクセスし、お申し込みフォームにご入力の上、ご送信ください。
お申し込みフォームへは、下記、内田洋行ホームページトップよりアクセスいただけます。

www.uchida.co.jp

www.uchida.co.jp

東京

東京都港区元赤坂 2-2-23
TEL：03-3403-1171（代）

■交通のご案内
●JR 中央・総武線「信濃町駅」
　下車徒歩3分

●地下鉄 銀座線・半蔵門線「青山一丁目駅」
　下車（2番出口）徒歩6分

●地下鉄 都営大江戸線「国立競技場駅」
　下車（A1出口）徒歩6分
※お車でのご来館はご遠慮ください。

明治記念館 会場案内

●当日のお願い事項
お申し込みをいただきました方に、セミナー受講券（登録番号を印刷したハガキ）を発送いたします。
誠にお手数でございますが、当日は案内状とセミナー受講券をお持ちの上、ご来場いただきますようお願いいたします。
受付にてお名刺を１枚頂戴いたします。
※受付は１Ｆに用意しております。

●問い合わせ先
株式会社内田洋行 情報システム事業部 ウチダソリューションフェア2009〈東京〉事務局　
TEL：03ｰ5634ｰ6554　FAX：03ｰ5634ｰ6807

●アンケートのお願い
総合受付にてアンケート用紙をお渡しいたします。お手数ですが、ご記入の上、総合受付のアンケート回収係にご提出ください。
アンケートと引き換えに、粗品をお渡しいたします。

※ セミナー会場は都合により一部変更になる場合がございますので、 
あらかじめご了承ください。

尚、先着順で定員になり次第お申し込みを締め切らせていただきますので、あらかじめご了承ください。

●お申し込み期間 〈締切日〉2009年10月8日（木）

富士通株式会社

株式会社エス・アイ・ユゥ、ウチダユニコム株式会社、日本オフィスメーション株式会社、株式会社静岡ユーザック、
株式会社ウチダソリューションズ京都、ユーザックシステム株式会社、ウチダエスコ株式会社、株式会社ウチダデータ、
株式会社アイパス、株式会社アイトック、大興電子通信株式会社、株式会社ウチダ人材開発センタ、JFEシステムズ株式会社、
サイボウズ株式会社、株式会社プロシップ、株式会社アシスト、株式会社マプコン、エーエスジェイ株式会社、
シナジーマーケティング株式会社、株式会社日本環境認証機構、財団法人日本食品分析センター

特別協賛： 

協　　力 ： 

セミナーお申し込み

日　 時 年 月 日2009 水10 14 10：00〜17：30（受付開始 9：30）

「今を語る」
田原 総一朗  氏
評論家・ジャーナリスト

特別
講演

経営課題解決の
ヒントが満載！

実践
セミナー

この経済状況を
チャンスととらえ
今、何をすべきか

T e c h n o l o g y

C o r p o r a t i o n

S o l u t i o n

？

！経営課題解決に導く
ＩＴ活用のヒントが
ココにある

ウチダソリューションフェア2009〈東京〉事務局
〒135-8730 東京都江東区潮見 2-9-15　TEL：03ｰ5634ｰ6554　FAX：03ｰ5634ｰ6807



UCHIDA SOLUTIONFAIR 2009

ウチダ ソリューションフェア

Success 

Business!!

2009年8月現在

拝啓　初秋の候、皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素は、格別のご高配を賜りまして厚く御礼申し上げます。

さて、激変する経営環境の中、私たちが取り組むべきテーマも一層多様化し高度化しています。

情報通信技術の進歩とネットワークの高度化、グローバル化、持続可能な社会の実現、といった

大きなトレンドが、世界同時不況以降、より一層切実で具体的な経営課題として私たちの日々の

経営判断の中に入り込んできています。

たとえば、足元のコスト削減とクラウドコンピューティングへの対応、そして環境負荷軽減を�

同時に実現するソリューションが求められる時代になってきました。

こうした時代環境の中、内田洋行グループは、さまざまな経営ニーズにお応えするために、�

オリジナルブランドであるスーパーカクテルシリーズをはじめ、数多くのソリューション・メニュー

を提案させていただいております。今回のウチダソリューションフェアでは、スーパーカクテル�

シリーズを中心に、高度な業界・業種ノウハウに裏づけされたソリューション事例をセミナーで�

ご紹介するとともに、企業の経営課題を解決に導く数多くのアプリケーションやパッケージ製品

群をデモ実演交えてご紹介いたします。

是非この機会に、お客様のニーズに合ったソリューションに触れていただき、ご用命をご検討い

ただければ幸いに存じます。

ご多忙とは存じますが、皆様のご来場を心よりお待ち申し上げております。

� 敬具

株式会社内田洋行　代表取締役社長

柏原 孝

2009年9月

評論家・ジャーナリスト

田原 総一朗 氏

1934年滋賀県彦根市生まれ�早稲田大学文学部卒業

岩波映画製作所�テレビ東京を経て、'77年フリーに。現在は政治・経済・�

メディア・コンピューター等、時代の最先端の問題をとらえ、活字と放送

の両メディアにわたり精力的な評論活動を続けている。テレビ朝日系で�

' 8 7年より「朝まで生テレビ」（毎月最終金曜P M 2 5：0 0〜2 8：0 0）、

'8 9年より「サンデープロジェクト」（毎週日曜A M 1 0：0 0〜11：4 5）に�

出演。テレビジャーナリズムの新しい地平を拓いたとして、'9 8年ギャ

ラクシー3 5周年記念賞（城戸賞）を受賞した。' 0 2年4月より母校・�

早稲田大学で「大隈塾」を開講、塾頭として未来のリーダーを育てる�

べく、学生たちの指導にあたっている。'05年4月より早稲田大学特命教授。

最新著書：「再生日本」（講談社）

「原子力戦争」、「電通」、「日本の官僚」、「田原総一朗の闘うテレビ論」、「頭のない鯨〜政治劇の真実」、

「日本の戦争〜なぜ、戦いに踏み切ったか?」（小学館）、「面白い奴ほど仕事人間」（青春出版社）、

「日本のカラクリ21」（朝日新聞社）、「日本の政治〜田中角栄・角栄以後」（講談社）、

「日本の戦後�上〜私たちは間違っていたか」（講談社）、「日本の戦後�下〜定年を迎えた戦後民主主義」（講談社）、

「田原総一朗自選集�Ⅰ�政治と権力のカラクリ」（アスコム）、「田原総一朗自選集�Ⅱ�経済神話のカラクリ」（アスコム）、

「田原総一朗自選集�Ⅲ�日米IT戦争のカラクリ」（アスコム）、「田原総一朗自選集�Ⅳ�メディアと権力のカラクリ」（アスコム）、

「田原総一朗自選集�Ⅴ�性と生命のカラクリ」（アスコム）、「テレビと権力」（講談社）、「大日本帝国の民主主義」坂野潤治共著（小学館）、�

「憂国論」（朝日新聞社）、「市場浄化」（講談社）、「正義の罠」（小学館）

「検察を支配する「悪魔」」�（講談社）、「再生日本」（講談社）ほか多数

「田原総一朗責任編集�オフレコ!」

週刊朝日（朝日新聞社）「田原総一朗のギロン堂」、月刊現代（講談社）「10年後�日本再生への旅」

「あらかじめ失われた恋人たちよ」（'71年）監督

主 な 著 書

「今を語る」

雑 誌

連 載

映 画

会場 ： 富士16:00〜 17:30

P ro f i l e

UCHIDA SOLUTION FAIR 2009東京

特別講演



53 食品産業における情報化と流通　～情報システムの開発で流通が激変する～

日本食糧新聞社 顧問 今泉 文男 氏
1960年代から近年までの流通の変化は「流通革命」として捉えることができます。講師は、この変化を46年間にわたる実務体験に基づき働きな
がら大学院で研究生活を続け、このたび「経営学博士」を授与されました。「問屋無用論」が唱えられる中、わが国の流通では、歴史的に「小売業と
卸売業の結合（問屋有用）」の結論が出ました。その成果を「情報化と流通」に焦点を当て、現場と理論の両面から解説いたします。

1963年　株式会社 北洋商会（後に二度、社名変更）入社。1975年　北洋商事 株式会社 仙台支店販売課長。1979年　株式会社 菱食　営業本部流通企画担当・副長（4社合併）。
1987年　株式会社 アール・エス・シーへ出向、代表取締役専務（三菱商事 株式会社、株式会社 商業界、菱食3社出資によるリテールサービス会社）。1994年　株式会社 菱食 
広報室長・就任。2000年　株式会社 菱食　広報室長付（嘱託・常勤）。2002年　株式会社 菱食　流通ライブラリー（嘱託・常勤）。2009年　株式会社 日本食糧新聞社（顧問に就任）。

Profile

14：30 〜 15：30時間

第3会場：鳳凰会場

食品

55 食の安全・安心と適正
製造基準（GMP）

株式会社 日本環境認証機構
営業部　参事（技術士）

（農業部門（食品化学））
小野 晴寛 氏

ISO導入の前提条件の一つにGMPが知られているが、
健康食品GMPの認証制度が近年に始まるなど食品業界
における認知度は高くない。GMPの基本概念やその意
義に触れ生産管理システムの重要性を説明いたします。

（財）日本食品分析センター、（財）すかいらーくフードサイエンス研究所部長等を歴
任。食品の微生物・栄養・異物検査および食品工場・流通の品質管理の実務を経験し、
微生物の専門家として食品工場の現場改善指導。現在はISO9001、22000の 
審査員。分担執筆に「食品への予測微生物学」「有害微生物管理技術」がある。

Profile

14：30 〜 15：30時間

第5会場：末広会場

品質食品

35 食の安全・安心と一般的
衛生管理

財団法人 日本食品分析センター
参与　テクニカルサービス部 部長 湯川 剛一郎 氏
食品安全の基本は食品衛生法やJAS法などのコンプライアンス遵守で、 
食品製造に際しては一般的衛生管理をしっかりと運営することが重要
です。特に表示ではアレルギー関連が課題として存在し、昨今は安全 
管理面での食品テロ防止を念頭に置く必要があります。本セミナーでは、 
基本としての一般的衛生管理の要点を解説いたします。

１９５３年生まれ。１９７６年　農林水産省入省。（独）農林水産消費技術センター横浜センター所長、理事等を
経て、２００８年　農林水産省退職。２００８年　（財）日本食品分析センター入所。２００９年　同テクニカルサー
ビス部長。現在、JAS法に基づくJAS認定制度の運営、表示アドバイス、ISO22000（食品安全マネジメ
ント規格）検討のための国際会議対応、HACCP導入等に対する指導・助言、国際協力業務等を担当。

Profile

13：00 〜 14：00時間

第5会場：末広会場

品質食品

54 物流コンサルタントの選び方・上手に付き合う為には～物流改善手法の進め方～

株式会社 韓日ロジテック　代表取締役社長 久保 嘉造 氏
「コンサルティングはやってもらったけど、それで終わってしまって・・。」なんてことはありませんか？コンサルティングで大事なことは、結果報告で 
終わるのではなく、最後まで問題意識を共有し、良き相談相手であることが重要です。今回のセミナーでは、正しいコンサルタントの選び方、 
そして上手な付き合い方について物流改善事例をもとに経験豊富なコンサルタントよりお話しいたします。

1942年和歌山県出身。国内大手マテハンメーカである株式会社 ダイフクにて、国内最初の自動倉庫開発に携わる。その後韓国サムスングループにて常勤顧問をつとめ、 
1998年に内田洋行の物流専任顧問に就任し、現在に至る。これまでにあらゆる業種における物流センターシステムを構築し、約300社の企業における物流改善 
コンサルティングを努める。

Profile

14：30 〜 15：30時間

第4会場：孔雀会場

物流

51 ～コスト削減の今～　

経済危機に勝つためのIT活用新時代
経済ジャーナリスト
国際大学　グローバル・コミュニケーションセンター　主幹研究員
MM総研所長

中島 洋 氏
世界的経済危機の中、企業のコスト削減につながり、経営課題の解決・経営力強化･売上拡大など、着実に成果の上がるIT投資が求められています。 
また、安全・安心を求める日本の消費者、ユーザーの要求を満足させる道具としてのIT投資も欠かせません。仮想化技術、クラウドコンピュー 
ティング、SaaS、グリーンITなど新しい技術やサービスの活用の仕方を、わかりやすく解説いたします。

1947年生まれ 東京大学大学院（倫理学）修士修了。1973年 日本経済新聞社入社。「日経コンピュータ」「日経パソコン」創刊などを担当。1988年～ 2008年 
編集委員。1997年～ 2002年 慶応大学教授。現在、MM総研所長、首都圏ソフトウェア協同組合理事長、全国ソフトウェア協同組合連合会会長を兼務。Profile

14：30 〜 15：30時間

第1会場：富士1会場

経済

基調講演

文書管理なくしてリスク管理なし
～文書管理の不備による経営リスクが拡大している～2

日本レコードマネジメント 株式会社 代表取締役社長 山下 貞麿 氏
機密漏洩や説明責任の不備など、文書管理に係るリスクが拡大しています。紙文書と共にサーバー内に日々増加する電子文書の新しい管理システムを 
どのように確立すべきか、米国や日本の先進事例をご紹介いたします。

10：30 〜 11：30時間

第2会場：富士2会場

ECM

33 成長企業の経営者のためのシンプルマネジメント～規制を強みに変える！～

有限責任監査法人トーマツ　トータルサービス2部　
パートナー（公認会計士） 星野 雄滋 氏
2009年3月期より、内部統制監査や四半期レビューが導入されました。今回は、この規制強化を強みに変えるマネジメント手法をご紹介いたします。
テーマは、①内部統制の効率化・有効化のポイントと手法②変化対応型の四半期目標管理の手法③重要な会計基準（棚卸資産の評価基準、減損会
計等）と事業戦略の関連付けや活用方法の3点についてご紹介いたします。

公認会計士として11年間会計監査や主として財務面の指導を行った後、中堅企業を中心としたコンサルティング活動を11年間にわたり展開。経営管理（経営計画・目標
管理・業績評価）、CSR、内部統制のブラッシュアップなどのテーマを中心に、約150社へのコンサルティング実績を保有。主な著書：「CSRマネジメント導入のすべて」（東
洋経済新報社）、「図解よくわかるCSR」（日本実業出版社）他5冊。

Profile

13：00 〜 14：00時間

第3会場：鳳凰会場

内部統制経営

31 ～第４の波～

SaaSビジネスの現状と今後
サイバー大学　IT総合学部　教授

（兼）社団法人 コンピュータソフトウェア協会　専務理事
（兼）国際大学　グローバル・コミュニケーション・センター　主幹研究員

前川 徹 氏

1955年生まれ、1978年に通商産業省入省、 機械情報産業局情報政策企画室長、JETRO New York センター 産業用電子機器部長（兼、（社）日本電子工業振興
協会ニューヨーク駐在員）、情報処理振興事業協会（IPA）セキュリティセンター所長（兼、技術センター所長）、早稲田大学 大学院 国際情報通信研究科 客員教授（専任）、
富士通総研 経済研究所 主任研究員などを経て、2007年4月からサイバー大学 IT総合学部教授。社団法人コンピュータソフトウェア協会専務理事、国際大学グロー
バルコミュニケーションセンター主幹研究員などを兼務。主な著書として「ソフトウェア最前線」、「ビッグトレンド～ ITはどこへ向かうのか～」（アスペクト）がある。

Profile

13：00 〜 14：00時間

第1会場：富士1会場

トレンド

メインフレーム、パソコン、インターネット・Webに続く、第４の波と言われる、 SaaS、クラウド･コンピューティングは、「集中と分散」「分断と接続」
という２つの側面からとらえることができます。経営、業務効率にとって必要不可欠の、SaaSビジネスの現状と今後について解説いたします。

1 低炭素社会に向けたIT企業の取り組み
～ITと環境経営～

富士通 株式会社
環境本部 プロジェクト統括部長 渡辺 誠 氏
地球温暖化、廃棄物、資源の枯渇等、環境問題はグローバルに拡大しています。
企業が将来に向けて持続的に発展していくためには、環境への取り組みが不可欠であり、経営上の重要な課題となっています。
企業の環境負荷を低減し、経営と環境の革新を支援する、富士通グループの「グリーンＩＴ」についてご紹介いたします。

10：30 〜 11：30時間

第1会場：富士1会場

グリーンIT

34 営業組織力強化に向けての準備
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング 株式会社　
総合コンサルティング部 チーフコンサルタント 西谷 幹雄 氏
営業組織力強化を効果的に進めるには、まず課題を見える化することからはじめることです。
本講演では、課題を見える化する方法をご紹介いたします。

西南学院大学卒業、コンピューター会社の営業、株式会社 日本コンサルタント協会で営業企画およびコンサルティング担当、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング  
株式会社で人事・マーケティングのコンサルティング担当。Profile

13：00 〜 14：00時間

第4会場：孔雀会場

組織力強化

UCHIDA SOLUTION FAIR 2009 東京

昭和47年三井物産 株式会社　文書管理専任コンサルタント就任。　昭和51年日本レコードマネジメント 株式会社設立。取締役社長兼コンサルタント 
代表就任。電力・原子力発電所、行政機関、その他民間企業等の文書管理コンサルタントとして活躍。現在、コンサルタントおよびエキスパート等約700名の
スタッフを擁している。

Profile

日々変化する流通業界で生き残るためのヤクルト本社の取り組み32
株式会社 ヤクルト本社　業務センター 計算センター所長

ユーザックシステム 株式会社

石川 康 氏

競争が厳しい流通業界、売上の拡大、業務改善によるコスト削減をいかに進めるか？ヤクルト本社の取り組み事例をご紹介いたします。

13：00 〜 14：00時間

第2会場：富士2会場

ユーザ事例



【 会場：第 1〜13 会場 】

UCHIDA SOLUTION FAIR 2009 東京

6第 会場 7第 会場 8第 会場 9第 会場 10第 会場 11第 会場 12第 会場 13第 会場

第 会場1 第 会場2 第 会場3 第 会場4 第 会場5

14：30

〜

15：30
（60分）

14：30

〜

15：30
（60分）

11：10

〜

12：00
（50分）

10：30

〜

11：30
（60分）

10：00

〜

10：50
（50分）

13：00

〜

14：00
（60分）

13：00

〜

14：00
（60分）

ウチダエスコ 株式会社

『PCライフサイクルマネジメント・サポート
サービス』によるTCO削減事例とお客様の

「困った！」を解決する『ネットワーク障害切
り分け・復旧サービス』をご紹介いたします。

TCO削減の切り札！
PCライフサイクルマネジメント・
サポートサービスのご提案

千歳
（定員70名）

1F

6 商品紹介セミナー

株式会社 プロシップ

2010年4月1日より、固定資産制度改正として
「資産除去債務」が強制適用となります。当制
度改正が業務及びシステムに与える影響度の大
きさを解説するとともに、早期適用した事例や
他社の取組み事例を具体的に解説いたします。
上場企業経理部門の皆様必見です。

強制適用へのカウントダウン！　間近に
迫る『資産除去債務』への対策とは 

16 商品紹介セミナー

株式会社 内田洋行

ファシリティ、コミュニケーション、ドキュメント、
3つの観点からグリーンITを推進する、ウチダ
グリーンITソリューションを具体的にご紹介い
たします。

ウチダがご提案する
グリーンITソリューションのご紹介

36 商品紹介セミナー

株式会社 内田洋行
エンタープライズソリューションチーム
ある日の情報システム部長と経営企画室長の
会話を題材に、キヤノン、トステム、積水化学
工業といったトップ企業に導入いただいている
エンタープライズサーチ「SMART/InSight」
をご説明し、「これからの企業経営に必要な情
報共有と知識連鎖はどうあるべきか？」をご提
案いたします。

【トークセッション】
先進企業は始めている！
知識連鎖の実現例

56 商品紹介セミナー

ユーザックシステム 株式会社

FAX受注が大変多いが、FAX-OCRが困難な
企業様向け！　『FAXお助け名人』がFAX受注
業務効率化・ペーパーレス化にお役に立ちます。

FAX対策　業務効率化に向けて
『FAXお助け名人』

若竹
（定員60名）

10 商品紹介セミナー

ユーザックシステム 株式会社

増え続けるWeb-EDIお取引にお困りではあり
ませんか？（受注時の手作業の増加、休日出勤・
早朝出勤など）。ご負担になっているブラウザ
操作を完全自動化します。

WebEDI対策　完全自動化に向けて
『Autoブラウザ名人』

20 商品紹介セミナー

日本オフィスメーション 株式会社

誰でも簡単に、プライスカードやポスター、ポップ、チラシ
を作成できるシステムです。本部でデータやプログラムの 
一括管理が行えるので、店舗側で個別のシステム管理の
コストがかからず、フランチャイズや多店舗展開での効率
的な運営が可能な最新システムをご紹介いたします。

POP作成ソフト最新版！
『LALAPOPⅢ』

40 商品紹介セミナー

ユーザックシステム 株式会社

JCA、全銀手順から流通BMSまで、量販小売
業からの要請（受注、決済、物流）に対しどのよ
うな準備、対策が必要か？『EOS名人.NET』
が解決いたします。

流通BMS対策　要請に向けて
『EOS名人.NET』

60 商品紹介セミナー

株式会社 ウチダ人材開発センタ

社員の「組織で働く力・チームワーク力」の育
成が、企業競争力の源泉として注目されてい
ます。育成要点をプロジェクトマネジメント
研修の実態を通してご案内いたします。

「組織で働く力」 ・ プロジェクト
マネジメント（PM）力の育成

丹頂
（定員60名）

2F

7 商品紹介セミナー

株式会社 内田洋行

各種ドキュメントやコンテンツの一元管理
を推進していくには、冗長化が施されたスト
レージ等、信頼性のあるIT基盤が必要とな
ります。IT基盤を整備するための具体的な
プラットフォームソリューションをご提案いた
します。

ビジネスインフラを支える
IT基盤

17 商品紹介セミナー

株式会社 内田洋行

紙文書を中心とした多様なビジネス情報を
統合管理し、情報のスピーディーな活用環
境を実現する実例をご紹介いたします。

～現場はどうすれば楽になるのか!? ～
紙文書電子化をトリガーとする
業務効率化の手法

37 商品紹介セミナー

株式会社 内田洋行

内部統制環境の構築に伴い企業経営における 
ドキュメントマネジメントの重要性は高まる 
ばかりです。コスト削減・業務効率化を目的と
した「ドキュメントサイクル」に沿った改善へ
のステップと具体的導入事例についてご紹介
いたします。

ドキュメントマネジメントの
進め方と実践事例のご紹介

57 商品紹介セミナー

株式会社 内田洋行

食品業の物流において、今いったい何が必要
なのでしょうか。賞味期限管理・誤出荷防止な
どの顧客信頼の獲得。また、3PL、拠点統
廃合などのコスト削減。今回のセミナーでは
食品業に求められている物流改善のポイント
を成功事例を中心にご紹介いたします。

ずばり教えます！食品業界に
求められる物流業務改善とは
～事例紹介セミナー～

相生
（定員70名）

1F

8 商品紹介セミナー

日本オフィスメーション 株式会社

販売管理・店舗管理・通販管理・生産管理・原価
管理の各システムをシームレスに統合した
食品業様向けの最新ライブラリです。当セミ
ナーでは、「デマンド・チェーン・マネジメント
推進」や「業務の見える化」による業務改善
成功事例をご紹介いたします。

食品製造小売業向けパッケージ
『食品プレミア』ご紹介 

18 商品紹介セミナー

株式会社 内田洋行

豊富な導入実績！消化店・納品店・直営店・通
販店舗などの業態の違う店舗管理における
ソリューションモデルをご説明いたします。

菓子製造小売業様の成長を支援する
店舗・本部統合システムのご紹介

38 商品紹介セミナー

株式会社 内田洋行

“プレゼンス起点”の統合化されたITコミュニケーション 
環境は生産性向上に大きな効果を発揮します。その
手法や弊社で導入したユーザ様のご利用事例など
実演デモを交えてご紹介いたします。

食品品質に対する高まる意識の中で増大し煩
雑化する品質情報は見えていますか? 

『Vestia』は中堅中小製造業に必要な機能を 
コンパクトに集約した品質情報管理システムです。 
原料規格書フォーマット、商品カルテフォーマット
に対応しているので短期間での導入が可能です。
本セミナーでは製品の特徴を、デモンストレーション
を交えご紹介いたします。

“プレゼンス”が変える。
ホワイトカラーの生産性向上実現法

58 商品紹介セミナー

「 今 を 語 る 」 評論家・ジャーナリスト 田原 総一朗  氏会場：富士（定員800名）16：00 〜 17：30特別講演

富士1
（定員300名）

富士通 株式会社
環境本部　
プロジェクト統括部長
渡辺 誠 氏

低炭素社会に向けた
IT企業の取り組み

1 基調講演

2F

鳳凰
（定員150名）

2F

サイボウズ 株式会社

急速に変わりつつある経済情勢に
対して情報系システムの必要性に
ついて、サイボウズの営業部長が
お話しいたします。

サイボウズ：営業部長が語る、
現状の不況期におけるIT投資 
の状況と情報系システムの 
必要性について 

3 商品紹介セミナー

富士2
（定員220名）

2F

日本レコードマネジメント 株式会社
代表取締役社長
山下 貞麿 氏

文書管理なくしてリスク管理なし

2 基調講演

孔雀
（定員100名）

2F

株式会社 アシスト

営業知の流通を促進する「場」の構
築や、可視化による営業プロセスの
改善等、組織営業力強化の実践事
例をご紹介いたします。

～組織営業力強化のために～
顧客を基点とした「知の流
通」と「見える化」の促進

4 商品紹介セミナー

末広
（定員100名）

1F

エーエスジェイ 株式会社
シナジーマーケティング 株式会社

『ASP型統合顧客管理システム』と
『高速データ分析ツール』を連携し、
顧客アプローチに繋げる新しいCRM
システムをご紹介いたします。

一歩進んだeCRM
～顧客情報分析をアク
ションに繋げる～

5 商品紹介セミナー

株式会社 内田洋行
情報システム事業部

鶴・亀
（定員50名）

9

株式会社 内田洋行

食品業界の国際標準規格ISO22000対応の『ハザード
分析・自動診断ソフトウェア』の具体的なシステムの内容を 
ご紹介いたします。当システムは、製造工程フロー図の作
成から工程ごとのハザード分析自動診断、管理資料の自動
作成、分析結果の反映、ハザード分析履歴保管、日々の計
測データ収集、管理図・グラフ表示、トレーサビリティまで
一連の管理が可能です。食品安全マネジメントシステムを
運用されるお客様の強力なサポートツールです。

食品業界向け　ISO22000対応
ハザード管理システム

19 商品紹介セミナー

商品紹介セミナー

JFEシステムズ 株式会社

ブランド価値向上に取組む企業で導入が進む、
食品情報の統合化。そのソリューションモデル
を最新機能紹介を交えて、ご説明いたします。

ブランド力を高める食品情報
（商品・配合・法規）の管理のあり方

39 商品紹介セミナー

株式会社 内田洋行
情報システム事業部

～食の安全・安心を支援する～
品質情報管理システムのご紹介

59 商品紹介セミナー

1F 1F 1F 1F 1F

株式会社 内田洋行

『スーパーカクテルデュオ包（パオ）』は包装資材
卸業特有の業務をカバーしたERPパッケージで
あり、業界VAN「ハウネット」と標準連携し、買掛
照合業務を大幅に効率化します。後半では、蓄積
されたデータの有効活用策を解説いたします。

『スーパーカクテル デュオ包（パオ）』によ
る業務合理化と、基幹業務システムの
データ有効活用事例のご紹介

なでしこ/ききょう
（定員30名）

12 商品紹介セミナー

ウチダユニコム 株式会社

機器修理依頼を迅速に対応できるよう、作業者
は携帯電話で、現地に居ながら修理予定先や、
修理履歴を閲覧でき効率よい作業を支援する
システムです。

冷凍冷蔵・厨房・空調設備の
保守管理と工事原価管理

22 商品紹介セミナー

ウチダユニコム 株式会社

現システムを大幅に刷新しなくとも最大の効果
を上げるサブシステムを数点ご紹介いたします。
①最適発注量算出システム。②現品ラベルトレ
サビシステム。③在庫管理ASP（SaaS）。

今ある基幹システムを生かす、
働き者サブシステム

42 商品紹介セミナー

大興電子通信 株式会社

医療機器・医薬品業界特有の商慣習（ロットト
レース対応、貸出品管理、預け預り在庫対応、
院内コード対応、特定保守・劇物等の機器分類
管理、クラス分類管理、後値引対応利益管理、
MD－NET連携など）をカバーした業界向け
ERPの導入事例をご紹介いたします。

医療機器・医薬品卸業様向け
ERPの導入事例ご紹介

62 商品紹介セミナー

株式会社 アイパス

見積積算から個別原価管理・販売管理へ連動
し工事部門・販売部門で活用できるシステム
をご紹介いたします。

積算システムと連動した内装設
備業トータルシステムご紹介

さくら/はぎ
（定員30名）

11 商品紹介セミナー

ウチダエスコ 株式会社
株式会社 内田洋行
空調設備、住宅設備工事業様向けに原価管理
も実現した『スーパーカクテル』の業種向けラ
イブラリです。ユーザーの導入効果も交え、
また画期的な大容量データ転送の事例もご
紹介いたします。

空調設備・住宅設備工事業様
向け最新システム構築事例

21 商品紹介セミナー

株式会社 エス・アイ・ユゥ

財務・原価・発注支払・JV・入金等の従来の基
幹系はもちろん、現場系・情報系を統合した
画期的な建設業ERPをご紹介いたします。

建設業者様必見！WEB建設業
ERP『PROCESS・S』のご紹介

41 商品紹介セミナー

株式会社 静岡ユーザック

営業マンの作成するExcelだけで原価管理を行って
いないでしょうか？請負った工事で当初の収益予
測と結果に乖離がありませんか？人間の手作業
では限界があります。目まぐるしく変わる現場の
状況を経営に反映させるにはどのような仕組みが
必要なのか？建材・職別工事業の現在の環境と課
題を整理し、今求められている管理機能を、お客様
の導入事例も交えてご説明いたします。

建設資材販売＆工事原価管理システム
『建材KOJI-ASSIST』のご紹介

61 商品紹介セミナー

株式会社 マプコン
株式会社 ウチダデータ
Googleの登場によって市民権を得た、地図 
コンテンツを支える地図システム・地理情報シス
テム（GIS）の最先端の技術や、今後普及が期待
される地図データなどをご紹介いたします。

時代が求める地図システムと 
地図コンテンツ、GIS最新技術
のご紹介

かしわ/あやめ
（定員40名）

13

株式会社 ウチダソリューションズ京都　

なぜ貿易部門のIT化が遅れているのか？貿易
業務システムに携って30年以上の経験に基
づき、貿易部門のIT化のポイントについて導
入事例を含めてご説明いたします。

貿易業務の課題と改善策の
ご紹介

23 商品紹介セミナー

商品紹介セミナー

株式会社 アイトック

業界紙・専門紙販社向けに効率化を追求、業界
に精通した販売管理パッケージをご紹介いた
します。

業界紙・専門紙業界様向け
販売管理システム「ニュース」
のご紹介

43 商品紹介セミナー

日本オフィスメーション 株式会社

鉄鋼加工業はもちろん、鉄鋼商社や直送 
案件取次店まで、様々な業態に対応した鉄鋼 
流通業界向けのシステムです。案件毎の 
採算管理から内部統制まで、製品の最新情報
と導入事例をご紹介いたします。

経営革新を支援する
鉄鋼流通販売管理システムの決定版

「鉄鋼MAX」

63 商品紹介セミナー

UCHIDA SOLUTION
FAIR 2009

ウチダ ソリューションフェア

東京

食品会計 資産

食品 物流

食品

品質食品

品質食品

品質食品

食品 業務改善 業種特化

業務改善

業務効率

業務効率

業務効率

業種特化

業種特化

業務改善 業務改善 業種特化 業種特化

業種特化

業種特化

ECMグリーンＩＴ

ECMECM

データ活用グリーンIT ECM

SaaSビジネスの
現状と今後

31 基調講演

サイバー大学　IT総合学部　教授
（兼）社団法人 コンピュータソフト
ウェア協会　専務理事

（兼）国際大学（グローコム）
主幹研究員
前川 徹 氏

成長企業の経営者のための
シンプルマネジメント

33 基調講演

有限責任監査法人トーマツ
トータルサービス2部
パートナー （公認会計士）
星野 雄滋 氏

日々変化する流通業界で
生き残るためのヤクルト
本社の取り組み

32 ユーザ様基調講演

株式会社 ヤクルト本社
業務センター
計算センター所長　石川 康 氏
ユーザックシステム 株式会社

営業組織力強化に向けて
の準備

34 基調講演

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング 株式会社
総合コンサルティング部
チーフコンサルタント
西谷 幹雄 氏

食の安全・安心と
一般的衛生管理

35 基調講演

財団法人日本食品分析センター
参与　
テクニカルサービス部　部長
湯川 剛一郎 氏

トレンド ユーザ事例 経営 内部統制 組織力強化

組織力強化 組織力強化

食品 品質

経済ジャーナリスト
国際大学（グローコム）
主幹研究員
MM総研所長
中島 洋 氏

経済危機に勝つための
IT活用新時代

51 基調講演

食品産業における情報化
と流通

53 基調講演

日本食糧新聞社　
顧問
今泉 文男 氏

物流コンサルタントの選び方・
上手に付き合う為には

54 基調講演

株式会社 韓日ロジテック
代表取締役社長
久保 嘉造 氏

食の安全・安心と
適正製造基準（GMP）

55 基調講演

株式会社 日本環境認証機構
参事（技術士）
小野 晴寛 氏

経済 物流食品 食品 品質

コスト削減 人材活用

インフラ

食品業界を取り巻く環境は大きく変化しております。
新たな成長戦略は他社との競争優位の創出が不可欠で、
情報化整備も重要な経営課題の一つと言えます。 
機能アップした、食品業向けERPパッケージ『スーパー
カクテルデュオFOODs』を中心に、経営課題解決に導
く食品業様向けソリューションをご紹介いたします。

ウチダの食品業ソリューション
のご紹介

業種特化

貿易業種特化

～ ITと環境経営～
～文書管理の不備による経営
リスクが拡大している～

～規制を強みに変える！～

～情報システムの開発で流通
が激変する～

～物流改善手法の進め方～

～コスト削減の今～

～第4の波～
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講演・セミナースケジュール



※会場内は禁煙です。

入
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リフレッシュ＆商談コーナー

次世代ビデオ会議システム『Vidyo（ヴィディオ）』
〜すべての人に、いつでも、どこでも〜

『Vidyo（ヴィディオ）』は、従来のビデオ会議システムと異なり、「多地点接続装置（MCU）が不要」 
「公衆インターネット網でも高品質な映像会話を実現」という点でスケーラビリティの高い 
画期的な製品です。高画質で臨場感のあるビデオ会議を是非ご体感ください。

スーパーカクテルアプリケーションズ
企業向け販売・在庫管理ソリューションにおける売上高シェア5年連続No1を達成した
スーパーカクテルシリーズに関連するアプリケーションの最新情報をご紹介いたします。

連携ソリューション

展示・リフレッシュコーナー 【 展示会場：1F 曙 】
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